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(57)【要約】
【課題】装置から飛び出さない形態の取っ手構造を有す
る超音波診断装置を提供する。
【解決手段】超音波診断装置は、筐体６０と、当該筐体
６０を覆う外装カバー７０とを有する。外装カバー７０
の側面には、窪み７３が形成される。外装カバー７０の
うち窪み７３の上側部分には、当該超音波診断装置を持
ち上げる際に手を掛けるための筐体６０の一部の面を露
出させる開口７４が設けられる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、当該筐体を覆う外装カバーとを有する超音波診断装置であって、
　前記外装カバーの側面には、窪みが形成され、
　前記外装カバーのうち前記窪みの上側部分には、当該超音波診断装置を持ち上げる際に
手を掛けるための前記筐体の一部の面を露出させる開口が設けられる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置であって、
　前記外装カバーのうち前記窪みの下側部分には、前記窪みの奥側に向かって上昇する傾
斜が設けられる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の超音波診断装置であって、
　前記外装カバーのうち前記窪みの奥側部分には、放熱用の開口が設けられる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置であって、
　前記筐体のうち前記放熱用の開口に対向する部分には、通風穴が設けられる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に超音波診断装置を持ち上げるための構成に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置において、装置移動時に段差を乗り越える際などに、装置を持ち上げる
必要がある。
【０００３】
　特許文献１，２には、装置から飛び出すように設けられた取っ手を有する超音波診断装
置が記載されている。このような装置では、作業者は取っ手によって装置を持ち上げるこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２７５２３５号公報
【特許文献２】特表２００５－５２６５６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、外観やコストなどの観点より、超音波診断装置を持ち上げるための取っ手構
造を、装置から飛び出すことなく配置したいという要望がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、装置から飛び出さない形態の取っ手構造を有する超音波診断装置を
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る超音波診断装置は、筐体と、当該筐体を覆う外装カバーとを有する超音波
診断装置であって、前記外装カバーの側面には、窪みが形成され、前記外装カバーのうち
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前記窪みの上側部分には、当該超音波診断装置を持ち上げる際に手を掛けるための前記筐
体の一部の面を露出させる開口が設けられることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の一態様では、前記外装カバーのうち前記窪みの下側部分には、前記窪みの奥側
に向かって上昇する傾斜が設けられる。
【０００９】
　また、本発明の一態様では、前記外装カバーのうち前記窪みの奥側部分には、放熱用の
開口が設けられる。
【００１０】
　また、本発明の一態様では、前記筐体のうち前記放熱用の開口に対向する部分には、通
風穴が設けられる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、装置から飛び出さない形態の取っ手構造を有する超音波診断装置を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態に係る超音波診断装置の全体構成を示す斜視図である。
【図２】取っ手構造を説明するための装置本体の部分斜視図である。
【図３】取っ手構造を説明するための装置本体の部分断面図である。
【図４】筐体の通風穴を説明するための装置本体の部分斜視図である。
【図５】筐体の通風穴を説明するための装置本体の部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を図面に従って説明する。
【００１４】
　図１は、本実施の形態に係る超音波診断装置１の全体構成を示す斜視図である。この超
音波診断装置１は、被検体（例えば生体）に対して超音波の送受波を行って、これにより
得られた受信信号に基づいて断層画像などの超音波画像を形成する装置である。なお、図
１においては、超音波の送受波を行う超音波探触子については図示が省略されている。
【００１５】
　図１に示されるように、超音波診断装置１は、装置本体１０と、装置本体１０に昇降可
能に支持された操作部２０と、操作部２０に支持された表示部３０と、超音波診断装置１
を床面上で移動させるための移動機構４０とを有する。
【００１６】
　装置本体１０は、コンピュータなど、超音波診断装置１の動作を制御する制御装置を含
む部分である。操作部２０は、利用者からの操作入力を受け付けるものであり、各種の操
作ボタンやトラックボールなどを含む。表示部３０は、超音波画像や各種の情報を表示す
るものであり、例えばフラットパネルディスプレイである。移動機構４０は、図１の例で
は、装置本体１０に取り付けられたキャスタ４１を含む。
【００１７】
　装置本体１０には、装置外周から飛び出さない形態で、超音波診断装置１を持ち上げる
ための取っ手構造１１が設けられている。作業性や外観などの観点より、図１の例では、
取っ手構造１１は、装置本体１０の背面側に配置されている。ただし、取っ手構造１１は
、背面側に限られず、前面側や横面側に配置されてもよい。
【００１８】
　図２は、取っ手構造１１を説明するための装置本体１０の部分斜視図であり、図３は、
取っ手構造１１を説明するための装置本体１０の部分断面図である。以下、図１～３を参
照して、取っ手構造１１について説明する。
【００１９】
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　図３に示されるように、装置本体１０は、制御装置５０と、制御装置５０を収容する筐
体６０と、筐体６０を覆う外装カバー７０とを有する。
【００２０】
　制御装置５０は、超音波診断装置１の動作を制御するものであり、図３の例では、複数
の電子回路基板５１と、電子回路基板５１が装着される基板ケース５２と、放熱ファン５
３とを含む。
【００２１】
　筐体６０は、剛性が比較的高い材料で構成され、ここでは金属製である。一つの態様で
は、図３に示されるように、筐体６０は、箱状の本体部分６１と、この本体部分６１に螺
子止めなどで取り付けられる庇部材６２とを有する。庇部材６２は、本体部分６１の側面
（ここでは背面）から略水平方向に突き出した庇部分６２ａを含む。
【００２２】
　外装カバー７０は、剛性が比較的低い材料で構成され、ここでは樹脂製である。一つの
態様では、外装カバー７０は、複数の部材が組み合わされて構成される。例えば、外装カ
バー７０は、それぞれ筐体６０の前面、背面、左面、右面、上面を覆う、前面カバー、背
面カバー、左面カバー、右面カバー、上面カバーが組み合わされて構成される。図３では
、上面カバー７１と背面カバー７２とが互いに組み付けられている。
【００２３】
　図１～３に示されるように、外装カバー７０の側面（ここでは背面）には、窪み（凹形
状部）７３が形成されている。具体的には、背面カバー７２には、略水平方向に開口する
窪み７３が形成されている。なお、窪み７３の両側にも窪みが設けられているが、これら
は、他の装置と接続するためのコネクタが配置されるものであり、取っ手構造を構成する
ものではない。
【００２４】
　図２，３に示されるように、外装カバー７０のうち上記窪み７３の上側部分には、超音
波診断装置１を持ち上げる際に手を掛けるための筐体６０の一部の面を露出させる開口７
４が設けられている。具体的には、背面カバー７２のうち窪み７３の上側部分には、筐体
６０に手を掛けて超音波診断装置１を持ち上げることができるように、庇部分６２ａの下
向きの面を露出させる開口７４が設けられている。すなわち、窪み７３および開口７４は
、超音波診断装置１を持ち上げる際に、窪み７３から手を入れて筐体６０の一部の面（庇
部分６２ａの下面）に指を掛けることができるように構成されている。
【００２５】
　利用性の向上などの観点より、一つの態様では、外装カバー７０のうち窪み７３の下側
部分には、窪み７３に入れられた指先が筐体６０の下向きの面に案内されるように、窪み
７３の奥側に向かって上昇する傾斜が設けられる。
【００２６】
　また、放熱性の向上の観点より、一つの態様では、外装カバー７０のうち窪み７３の奥
側部分には、放熱用の開口７６が設けられる。具体的には、背面カバー７２のうち窪み７
３の奥側部分には、筐体６０の本体部分６１の側面が露出するように、放熱用の開口７６
が設けられる。具体的な一態様では、製造コスト等の観点から、放熱用の開口７６は、開
口７４と繋げて設けられる。ただし、放熱用の開口７６は、開口７４と別に設けられても
よい。
【００２７】
　さらに、より放熱性を向上させる観点より、図４，５に示されるように、筐体６０のう
ち放熱用の開口７６に対向する部分には、通風穴６３が設けられてもよい。図４，５の例
では、筐体６０の本体部分６１の側面のうち開口７６に対向する部分には、比較的小径の
多数の通風穴６３が設けられている。このような態様では、通風穴６３および放熱用の開
口７６によって放熱口が構成され、放熱口と取っ手構造とが一体的に配置されることとな
る。
【００２８】
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　以上説明した本実施の形態によれば、以下の効果が得られ得る。
【００２９】
　（１）外装カバーの側面に窪みが形成され、外装カバーのうち窪みの上側部分には、超
音波診断装置を持ち上げる際に手を掛けるための筐体の一部の面を露出させる開口が設け
られる。このため、本実施の形態によれば、装置を持ち上げるための取っ手構造が、装置
から飛び出すことなく配置され、装置から飛び出さない形態の取っ手構造を有する超音波
診断装置を提供することができる。これにより、外観の向上やコストの削減などを図るこ
とができる。また、持ち上げる力を筐体に加えることができ、外装カバーに過剰な応力が
及ぶことを防止することができる。また、窪みの上側部分の開口から筐体が露出する構成
なので、筐体の露出面が目立ちにくい。
【００３０】
　（２）外装カバーのうち窪みの下側部分には、窪みの奥側に向かって上昇する傾斜が設
けられる。この態様によれば、窪みに入れられた指先を筐体の下向きの露出面に案内する
ことができ、利用性の向上を図ることができる。
【００３１】
　（３）外装カバーのうち窪みの奥側部分には、放熱用の開口が設けられる。この態様に
よれば、筐体の熱を放熱用の開口から外部に逃がすことができ、放熱性の向上を図ること
ができる。また、窪みの奥側部分に放熱用の開口が設けられるので、放熱用の開口が目立
ちにくい。
【００３２】
　（４）一つの態様では、筐体のうち放熱用の開口に対向する部分には、通風穴が設けら
れる。この態様によれば、より一層の放熱性の向上を図ることができる。具体的には、放
熱ファン５３からの空気を通風穴６３および放熱用の開口７６から外部に排出することが
でき、制御装置５０の熱を効率的に放熱することができる。また、窪みの奥側に通風穴が
設けられるので、通風穴が目立ちにくいし、通風穴から筐体内へのゴミの侵入が軽減され
る。また、放熱口と取っ手構造とを一体的に構成することができ、スペースの有効利用や
外観の向上などを図ることができる。
【００３３】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲内で種々変更することができる。例えば、庇部分６２ａは、本体部分６１と一体に
構成されてもよい。また、上記実施の形態では、庇部分６２ａに手を掛ける構成を例示し
たが、庇部分６２ａ以外の部分に手を掛ける構成であってもよく、庇部材６２は省略され
てもよい。例えば、箱状の筐体の側面に開口を設け、当該開口から筐体内に入り込むよう
に外装カバーの窪みを設け、筐体の上板の裏面に手を掛けることができるように、外装カ
バーのうちの窪みの上側部分に開口を設けてもよい。
【符号の説明】
【００３４】
　１　超音波診断装置、１０　装置本体、１１　取っ手構造、２０　操作部、３０　表示
部、４０　移動機構、４１　キャスタ、５０　制御装置、５１　電子回路基板、５２　基
板ケース、５３　放熱ファン、６０　筐体、６１　本体部分、６２　庇部材、６２ａ　庇
部分、６３　通風穴、７０　外装カバー、７１　上面カバー、７２　背面カバー、７３　
窪み、７４　開口、７６　放熱用の開口。
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